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研究成果の概要（英文）：In this research the following results were obtained: 1) the affirmation of existe
nce should be interpreted as a form of birth affirmation, and it should also be connected with the concept
 of giving birth, 2) David Benatar's anti-natalism ought to be severely criticized, 3) the persona argumen
t has two origins, the entity-based one and the relationship-based one, and 4) the affirmation of existenc
e has a fundamental connection with the concept of dignity of human life.

研究分野：

科研費の分科・細目：

哲学

キーワード： 生命の哲学　生命倫理　環境哲学

哲学



１ 研究開始当初の背景 

 

 申請者はかねてより「生命の哲学」というジ

ャンルを現代哲学の中に提唱する試みを行なっ

てきた。それをさらに進展させるために、「生存

肯定」という概念を掘り下げることによって、

「生命の哲学」の基盤を構築しようというのが

本研究の発想であった。生存を肯定する思想の

前に立ちはだかるのは、生存を否定しようとす

る思想である。それと対決するためにも、生存

に関する哲学的・倫理学的思索を深め、先行研

究を摂取・批判しながら新しい地平を切り開く

ことを課題とした。 

 また、生存肯定と深く関わる主題として、申

請者が研究を続けてきた人格性＝ペルソナ概念

についても引き続き考察を行なうこととした。

なぜなら、人間を対象とするときに、生存する

主体としての人格性の問題は避けては通れない

ものだからである。ここを切り口とすることに

よって、生命の哲学はさらに豊かなものになっ

ていくと考えられた。 

 

２ 研究の目的 

 

 生存肯定という概念をとおして、「生命の哲

学」を進展させることが本研究の目的である。

当初の計画としては、（１）生延長の生命哲学、

（２）将来世代産出の義務、（３）「誕生の肯定」

論、（４）メタ「生命の哲学」論の四つの主題に

即して、先行研究を慎重に検討し、申請者の独

自の哲学的考察を加えていくという予定であっ

た。研究を進行させていくうちに、生延長の生

命哲学と将来世代産出の義務については、非―

出生主義の哲学の検討へと統合されていき、さ

らにそれは「誕生肯定」と「誕生否定」につい

ての概念分析へと展開していくこととなった。

また、その概念分析の作業が一種のメタ「生命

の哲学」の試みとなった。さらに、人格性＝ペ

ルソナの思想史的分析を行なうことによって、

「生命の哲学」の範囲を拡大させることができ

た。当初の研究計画は、「研究成果」の項に詳述

するようなものへと変容していった。そして結

果的に、それらの研究を行なうことによって、

「生存肯定」の意味するものを哲学的に深める

ことに成功し、「生命の哲学」を進展させるとい

う当初の研究目的を遂行することができたと言

える。 

 

３ 研究の方法 

 

 研究は文献を用いた哲学的手法を基礎としつ

つ、国内各地での研究会や検討会を開催してこ

の領域の新知見を広く収集吟味し、また研究で

得られた知見を国際的な学会や研究集会で発表

し、国際的なディスカッションに貢献していく

というやり方を取ることにした。 

 文献としては、生と死の分析哲学、西洋の人

格論、人間の尊厳論などを中心に、日本語およ

び英語で書かれた文献を幅広く収集した。また

生命倫理学、環境哲学に関する最新の研究書な

ども収集して考察を加えた。 

 研究の発表と交流のために、国内学会では応

用哲学会、比較思想学会、国際学会ではドイツ

日本社会科学学会、上廣カーネギーオックスフ

ォード倫理集会にて発表し、またミシガン大学

等にて研究発表と公開講演会を行なった。また、

現代生命哲学研究所にて開催される研究会にて

最新情報の収集と議論を重ねた。 

 

４ 研究成果 

 

 研究成果は、当初予想したものの枠を超えて



広がり、最終的におおよそ以下の四つの帰結を

生み出した。 

 

（１）生存肯定および誕生肯定の概念の発展 

 本研究の中心的な課題である「生存肯定」に

ついて理論的な考察を進めた。その結果、私が

以前より提唱してきた概念である「誕生肯定」

をさらに深化させることが本研究の本筋にもっ

とも寄与するという見通しが得られた。そのた

めに、まず「誕生肯定」の否定形である「誕生

否定」の概念を論文「「生まれてこなければよか

った」の意味」で分析した。結果として、「誕生

否定」には二つの形式があることが分かった。

ひとつはその「無化解釈」で、それは「「生まれ

てこなければよかった」とは、「私が生まれてく

るという出来事が過去において起きなかった」

という歴史を持つ世界が、私の存在しないいま

ここでありありと実現することを、私がいまこ

こで心から欲することなのである」と定式化さ

れる。もうひとつはその「別世界解釈」で、そ

れは「「生まれてこなければよかった」とは、現

状とはまったく内容の異なる世界がもしあり得

るとして、その世界では私のかかえている深刻

な問題が解決されているとするならば、そのよ

うなあり方を持つ世界のなかに私は生まれてき

たかった、と私がいまここで心から欲すること

なのである」と定式化される。この二つを比較

したときに、「無化解釈」においては、当の状況

についての理解可能性および実行可能性がとも

に満たされないが、「別世界解釈」においては、

理解可能性は満たされるものの実行可能性は満

たされないことが導かれた。この成果は、本研

究によって得られたオリジナルな成果であると

考えられる。 

 これらに対応して「誕生肯定」についても二

つの定式化があることが分かった。すなわち「無

化解釈」に対応するものとしては、「「生まれて

きて本当によかった」とは、「私が生まれてくる

という出来事が過去において起きた」という歴

史を持つ世界が、いまここでありありと実現し

ていることを私が肯定し、受容し、そのことに

感謝し、そのことに対して自己充足することで

ある」となり、「別世界解釈」に対応するものと

しては、「「生まれてきて本当によかった」とは、

現状とはまったく内容の異なる世界がもしあり

得るとして、たとえその世界では私のかかえて

いる深刻な問題が解決されていたとしても、そ

のようなあり方を持つ世界のなかに私は生まれ

てきたかったと私がいまここでけっして心から

欲したりしないことである」となる。「誕生肯定」

をこのように分析することによって、本研究の

課題である「生存肯定」の研究が新たな段階へ

と引き上げられた。これをもって、本研究の第

一の成果とみなすことができる。 

 またこの考察からの付随的産物として「産み」

についての哲学的分析を行なった。「誕生」と「産

み」はセットの概念であるが、後者に関してこ

れまで本格的な先行研究は見られなかった。共

同研究者である居永正宏が「産み」についての

哲学的論文を刊行したのを受け、それを批判的

に吟味する形で論文「「産み」の概念についての

哲学的考察」を発表した。その結果、「産み」の

概念の必要条件として「外化」および「分離」

および「子ども性」があり、「産み」の概念の強

調点として「拠出性」「妊娠」「変容あるいは他

者性」「遺伝子的なつながり」「いのちの連鎖」

があることが解明された。これについては今後

の研究においてさらに慎重に検討を進める予定

である。 

 

（２）非―出生主義の哲学の批判的検討 

 「生存肯定」を否定する哲学としてデイヴィ



ッド・ベネターの『Better Never to Have Been: 

The Harm of Coming into Existence』を詳細に

検討し、その論理に欠陥があることを指摘した。

すなわち、「生まれてきたとき」と「生まれてこ

なかったとき」を比較したときに、後者が前者

よりも「より良い」とベネターは主張する。そ

の二つを比較するためには、「生まれてこなかっ

たとき」というものをどうやって評価すればい

いかを定めなくてはならないのだが、ベネター

はそれを、「もし仮に生まれてきていたならばそ

のときに経験していたであろうこと」を反事実

的に想定して評価すればいいとしたのである。

ところがこの反事実的な想定それ自体が、この

問題を解決する手法として適切ではないことを

私は論文「「生まれてくること」は望ましいのか」

において立証した。ベネターの議論は現在英語

圏の分析的倫理学において話題を集めており、

今後、それら英語圏の議論へと参入してさらな

る考察を行ないたいと考えている。 

 またこれに関連して、非―出生主義の大物で

あるショーペンハウアーの生命の哲学について

の考察を行なった。ベネターの非―出生主義の

発想のほとんどすべてはショーペンハウアーか

ら来ていることが明らかになった。またショー

ペンハウアーから古代インドのウパニシャッド

とブッダの哲学思想へと線を引くことができ、

その延長線上で、ブッダの生命の哲学をこの視

点から検討する必要性が生じてきた。このテー

マについては今後引き続き研究する予定である。 

 

（３）人格＝ペルソナ論の展開 

 人格＝ペルソナ論については、かねてより研

究を継続してきたが、本研究においてはそれを

思想史の視点から位置づけることを目指した。

まず、和辻哲郎がエッセイ「面とペルソナ」に

おいて、私のペルソナ論に相通じる議論を行な

っていることを確認した。和辻は能面と能役者

のダイナミズムの中にペルソナの出現を発見し

ており、それは関係性から立ち現われるペルソ

ナという私の論と整合性があると言える。これ

について論文「ペルソナと和辻哲郎」を刊行し

た。また、ペルソナの思想史をさらに遡り、西

洋古代のペルソナ論を考察したところ、ペルソ

ナには二つの系列があることが分かった。ひと

つは理性と自由意志を保有した存在を意味する

もので、これが近代哲学を経て今日のパーソン

論へと引き継がれている。もうひとつは聖霊の

動きに代表されるような関係論的なペルソナの

概念であり、ギリシア語でヒュポスタシスと呼

ばれ、その後キリスト教の三位一体を指すよう

になったものである。この後者こそが、私がペ

ルソナという言葉で呼ぼうとしていたもの、す

なわち関係性の中から立ち現われてくる人格性

であることが判明した。これについて論文「ペ

ルソナ論の現代的意義」を刊行した。現代の生

命倫理の最先端で発見されたペルソナ概念が、

遠く古代の概念にまで遡る可能性が出てきたこ

とになる。この点についても今後引き続き研究

を続ける予定である。 

 

（４）人間のいのちの尊厳についての考察 

 「生存肯定」と「ペルソナ」について研究を

進めるうちに、それが人間の尊厳 human 

dignity の問題と深く関わっていることが分か

ってきた。そもそも西洋思想においては、人格

＝ペルソナこそが、尊厳をもつ存在として同定

されてきたのであり、それはまた「生存肯定」

を言うときの対象として考えられている。そこ

で私は近代の尊厳論を基礎づけたカントの哲学

を再検討し、まずはカントの言う尊厳が何を意

味しているのかを詳細に把握した。そしてそこ

に見出されたものを今日的な言葉で言い直すな



らば、「人生の尊厳」というべきものであると考

えた。そのように捉えたとき、生命倫理の状況

によって要請されている尊厳として「身体の尊

厳」があり、環境倫理の状況によって要請され

ている尊厳として「生命のつながりの尊厳」が

あるように思われた。これら３つの尊厳は、人

間が「いのち」という形式をとって存在してい

ることから出現したと考えられる。私はこれを

とくに「人間のいのちの尊厳」と呼ぶことにし

た。 

 西洋近代において基礎づけられた「人間の尊

厳」を、今日的な状況に照らして「人間のいの

ちの尊厳」として展開するという研究テーマが

現われてきた。これについてハイデガー研究会

にて発表し、現在論文を執筆中である。「生存肯

定」の研究が、「人間のいのちの尊厳」の研究へ

と発展したことになる。 

 

 以上のように、「生存肯定」というキーワード

を手がかりにして、上記のような研究成果をあ

げることができた。今後の研究としては、本研

究で得られた「誕生肯定」の概念をさらに洗練

させることと、本研究によって新たに発見され

た「人間のいのちの尊厳」の概念をさらに深く

掘り下げることが必要である。研究成果は、国

内・国外の学会・研究集会・講演会などで発表

することができ、また日本語・英語の論文を刊

行することができた。また、本務校の現代生命

哲学研究所より発行している学術誌 Journal of 

Philosophy of Life および現代生命哲学研究か

ら関連投稿論文を定期的に刊行することができ

た。 

 以上をもって、当初の研究計画で意図されて

いたことはおおむね達成できたと自己評価して

いる。 
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